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【２０１８年４月２２日(日） 練馬区立石神井小学校体育館】



1.2018年度練馬区インディアカ協会総会

２０１８年４月２２日（日）練馬区立石神井小学校体育館にて、２０１８年
度練馬区インディアカ協会総会及びねりまインディアカ大会が開催さ
れました。２０１７年度活動報告から始まり、２０１８年度の役員及び役
割分担まで滞りなく終了し、全会一致で２０１８年度活動計画及び予算
が承認されました。

総会模様①

新入会員紹介永尾会長挨拶

総会模様②

総会模様③ 総会模様④



２.2018年度ねりまインディアカ大会
総会後ねりまインディアカ大会が開催され、混合全１２チームの総当り１
セットマッチ、女子４チーム３セットマッチで熱戦が繰り広げられました。

試合模様① 試合模様②

表彰式① 表彰式②



３.2018年度審判講習会&楽しむ会
●審判講習会
毎年恒例審判講習会。今年のテーマは新たなルールの変更点の確認及び「副審の動
き」を中心に線審の旗の揚げ方等を模擬試合を通して学習した。

【今年度主な講習内容】
*ルールブックに競技参加者は、審判員の判定を、異議をとなえることなく受け入れ、支持と判定にして従
わなければならない。（第6章18条）
*審判員の名誉を傷つけるような行動、判定に影響を及ぼすような行為をしてはいけない。
→主審に警告→重ねて行うと相手チームに1点
*マナーの問題が理事会で議論になったことがあるが、審判が自信ある態度で笛を吹き、プレーヤーにフェ
アープレーを要求していくことが大切。
*その自信を身につけるための講習会である。
*審判団とは、主審、副審、線審である。全体講習では、副審と線審役割を確認したい。
*副審の役割
*副審が行えるハンドシグナル
*線審の役割

●楽しむ会
午後は区外のチームを招いて楽しむ会が開催されました。練馬区チーム１７チーム、区外
チーム１１チームが参加した。

審判講習会 模擬試合

楽しむ会① 楽しむ会②



4.第29回都民スポレクふれあい大会

2018年9月9日（日）第30回都民スポレクふれあい大会が、駒
沢オリンピック公園総合運動場屋内球技場にて開催されました。
練馬区からは7チームが参加し試合結果は以下の通り。

Copy right 東京都インディアカ協会

種 目 順位 順位

シニア混合 練馬区５：５位 ー

シニア女子 練馬区４：優勝 ー

男女混合 練馬区７：２位 ー

男女混合 練馬区６：４位 ー

男女混合 練馬区１：２位 ー

Gシニア女子 練馬区３：２位 練馬区２：３位



５.各クラブの活動状況
各クラブの活動状況について報告いたします。（2018年4月1日～2018年10月31日）
各チームにて地域のイベント等に参加してインディアカの普及に努めております。
【ガイア】
谷原小学校応援団祭り
2018年9月29日（土） 谷原小学校応援団祭り
お手伝い、ガイア 体験者 約200名
谷原小学校開放にインディアカが根付いて欲しいという期待の元昨年に引き続きインディアカ体験
が行われました。
今年も大変多くの方々にインディアカを体験していただき、最後には模擬試合に引き続き保護者や
他団地の方々にも加わっていただき試合を体験していただきました。
生徒達のみならず、団長さんや会長さんにもご体験いただき、今後赤い羽根の繋がりが増えることを
願っております。

体育の日記念行事
2018年10月8日（祝）体育の日記念行事
SSC主催「みんなでスポーツを楽しもう」
お手伝い、理事、ガイア、早宮 体験者約100名弱

練馬区立総合体育館にて開催されたイベントにインディアカ体験コーナーを設けました。
2時間半という短い時間では御座いましたが100名弱の方々にご体験いただきました。
的入れゲームやパスゲームには、保護者の皆さんにも挑戦していただき、私達でも難しいような厳しいミッ
ションを何と2人の方がクリアー致しました。
インディアカ経験者の方等もご参加下さり、大変素晴らしいイベントでした。



６.インディアカの歴史について（特別寄稿）
（大東文化大学スポーツ・健康科学部、教授、鈴木明（ニュースポーツ担当））

インディアカはドイツ、ケルンスポーツ学校の教師カールハンス・クローン（Karlhans Krohn）が
1936年に考案したゲームである。彼はブラジルのインディアンが行っていた「ペテカ：Peteca」と呼ばれ
る伝承ゲーム（その原型はボリビアでトウモロコシの葉を束ねたものを使って遊んでいたことに遡る）の
用具に改良を加え、ルールを考案してスポーツ化、指導したのが始まりとされている。インディアカの名称
は「インディアンのペテカ」の合成語である。

1960年代に入って、旧西ドイツでは「スポーツ フォア オール」運動が提唱され国民の中にスポーツ
が浸透していったが、インディアカは手軽にできるゲーム特性から、みんなのスポーツに適したゲームとして
広がり、やがてヨーロッパ各地に伝わっていった。

日本には、1968年に「ピン ポン パン」の名称で伝わったが、輸入した用具に問題があり一時中断し
た。1970年に初めて普及のため日本レクリエーション協会の月刊誌でそのルールなどが紹介された（イ
ンディアカのゲームの紹介は藤本祐次郎氏著の「レクリエーション指導叢書」の1979年増補版第３刷
などの専門書には記載がある。

この本の初版は月刊誌に紹介される以前の1967年であるが、初版本に記載されていたかは不明）。
1977年にはインディアカをレクリエーション・スポーツとし普及させるために日本レクリエーション協会は
「日本インディアカ振興会」を発足させた。それを母体として1980年に「日本インディアカ協会」が設立
されて、会員制度や審判員制度などを設け、全国組織にして広がりを見せた。

その後は、
①羽根のためスピードが緩和されるし、役割分担があるので性別、年齢、体力を問わずにできる。
②ネット型スポーツのため相手に接触がなく安全、また邪魔されないので自由に攻撃ができる。
③パスやラリーが続いて楽しさを味わえる。
④打球に応じた動きから敏捷性や巧緻性を高め、バランスや瞬発力も養う。また汗もたくさんかく全身
運動である。
⑤試合形式が交流から競技まで多様である。

などの競技特性から、ニュースポーツの代表として発展し、学校での授業やレクリエーション大会でも取り
入れるところが増え、全国大会、国際大会なども開催されている。現在日本の愛好者は100万人を
超え、愛好者は発祥国のドイツを抜いて世界一であるが、さらに愛好者を増やすには老若男女を問わ
ず、すべての世代に広報活動をしっかりして、一人でも多くに人にインディアカの楽しさを知ってもらうこと
が必要である。

参考文献
清水義隆、紺野晃編「ニュースポーツ百科」大修館書店、1995.
藤本祐次郎「レクリエーション指導叢書」世界書院、1979．
日本インディアカ協会HP：http://www.japan-indiaca.com/(参照日2019年1月17日)



7.今後の予定及び協会登録チーム
●練馬区インディアカ協会主催
２０１９年２月３日(日）
第２６回練馬区インディアカ大会：練馬区立光が丘体育館

●練馬区レク協会主催
２０１９年３月１０日(日）
レクレーションスポーツの祭典：練馬区立光が丘体育館

☆2019年度総会については例年4月に開催されますが、練馬区議会議員選挙等
の影響で5月の予定となっております。

【2019年度スケジュール】
2019年5月（未定） 2019 総会＆ねりまインディアカ大会
2019年10月20日（日）第23回 ふれあいインディアカ in 大泉
2020年2月２日（日） 第27回練馬区インディアカ大会

【編集後記】
今年も牧理事長を中心に4名でホームページ作り、広報誌の編集等行って来ました。
各大会時には広報誌用写真を撮らせていただいております。各チーム対外試合に出た際には写真
とコメントをよろしくお願いいたします。
今年度から広報誌は外注によるカラー化を進めていきたいと思います。
皆様のご理解ご協力をよろしくお願いいたします！
ホームページ等掲載依頼：funa-t@mvi.biglobe.ne.jp（広報担当：船木）
依頼の際は返信先のメールアドレス、所属クラブ、氏名等を忘れずにメール文面にお書きください!
次回発行予定：２０１９年５月総会時に配布予定
※お詫び
今年度広報誌２回発行が出来ず申し訳ありませんでした。
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